
１学期をふり返って





１学期の取組

学習面 ・前年度の学習の補充，個別支援

・「わからない」「間違えた」を大事にする学級風土

・話し方，聞き型を鍛える（言い切る・主語述語，スピーチ，おたずね）

・テストファイル

生活面 ・持ち物の整理整頓，確認 その他 ・保護者と積極的につながる

・当番活動，係活動 ・通信コメント欄

・教師による価値づけ ・学級会 ・学級目標に返る



学習面

▶前年度の学習の補充

・４月に既習内容の復習テストで実態をつかむ→弱い所は復習・解説

▶個別支援

・プリント，ドリルの直しが自身でできない子→休み時間に支援

▲支援が必要な子が多すぎて追われる→他の児童との関りが薄く

★プリントは答えを見て直し，ドリルは解説が必要な部分だけ

★相談しながら個に合った課題を出す。選択できるように。（自分で計画）



▶「わからない」「間違い」を大事にする学級風土

・テンポよく間違えよう→▲単に楽しい遊びのように／価値づけが上手くできず

〇「間違えてもOK」と繰り返し伝える→★間違えたからこそ深まった・その人のおかげ

で気づけた人＝これこそ勉強

〇頑張った子，応援した子，熱心に聞いた子を認める声掛け

▶テストファイル

〇切り抜いて復習に使う児童

〇保護者にも実態・伸びを分かってもらえる











▶話し方・聞き方を鍛える

〇言い切る・・・単語ではなく文章で／主語を確かめる

〇スピーチ・・・相手を意識して話す／言葉に気をつけて話す

意味を考えながら聞く

目的をもって聞く（相手が伝えたいことは？／分からないことは？）

▲時間が取れない日も／準備ができない子への支援があまりできず

▲時間が短く話し方，聴き方への指導，価値づけが不十分

★定期的に１時間とって３人ずつ発表？







生活面

▶持ち物の整理・整頓

〇置く位置を示す

〇教師がまずきれいに保つ姿勢を示す（放課後掃除，ゴミ拾い）

〇本立ての購入

〇引き出し…PC，文房具，次の時間使うもの

ランドセルやロッカー…今使わない教科書

▶当番活動 ▲放課後にする児童が多く，帰りが遅くなる

▶係活動 ▲この児童にはキャパオーバーに





〇トラブルがかなり減って笑顔が増えた

〇自分で判断する力

〇伸びる前，変化，成長を写真，動画で記録→保護者にも

伝えられた／児童にも伝えられる

▲子どもたちに伝わり切っていない

▲焦りから小手先の指導に（こなす部分も）

▲関りに偏り（休み時間の余裕のなさ）

▲人間関係（表に出さない）・認め合い

▲特別支援の在り方（安易な保護者へのお願い）

▲学習面の取組 少ない


